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１　問題の所在






































グラムのひとつとして 2014 年 2 月 18 ～ 20 日に実施されたものである。




参加者があった。具体的には、大正大学生が 22 名、国学院大生が 3 名、立
正大学生が 4 名であった。男女の内訳は、男性が 12 名、女性は 17 名であ
り、学年としては、1 年生が 12 名、2 年生が 13 名、3 年生が 2 名、そし

















2 月 18 日
（火）
8:00 15:00 大正大学→いりやど - バスで移動
15:00 17:00 研修室→町内視察 1 DVD 視聴、体験談、町内視察
18:00 19:00 食堂 - 夕食
20:00 20:30 研修室 2 ワークショップ
20:30 - 宿泊棟 - 自由時間
2 月 19 日
（水）
8:00 9:00 食堂 - 朝食
9:00 11:00 研修室 3 レクチャー（荒島の植物について）
11:00 12:00 食堂 - 昼食
12:00 13:00 いりやど→荒島 4 荒島でのフィールドワーク
13:00 16:00 旧志津川市街地 5 班に分かれて被災地でのフィールドワーク
18:00 19:00 食堂 - 夕食
19:00 22:00 研修室 6 班に分かれてフィールドワークまとめ
2 月 20 日
（木）
8:00 9:00 食堂 - 朝食
9:00 11:00 研修室 7 グループでの発表会
11:00 12:00 入谷地区周辺 8 YES 工房・八幡神社見学
12:00 13:00 さんさん商店街 9 各自で昼食等









加者数は全部で 29 名であり、質問紙調査も全参加者から 29 件を回収する
ことができた。さらに、プログラム参加後、約一か月後を目途として、プロ
グラム参加をふりかえって、感想文を提出してもらった。体裁や文字数等は






































































1 10 4 *
2 2 4
3 3 2
4 18 5 *




























































22 文について、切片化した上でグループ化を行い、修正 SCAT 分析手法によっ
て言い換え・概念化の作業を行ったところ、５つのグループとさらにその上
位概念である２つの特徴が得られた（表４）。









































































































































の出現傾向が変わってくるため、2 語、3 語、4 語以上という３タイプで頻















































































































































































１）本研究をとりまとめるにあたり、予備的な考察を、2014 年 8 月の第
26 回日本環境教育学会東京大会「大学生に向けた被災地でのフィール
ドワーク指導について」（高橋 2014）および 2015 年 9 月の ISISE-5「Trial
ofashortenvironmentaleducationprogrammeatanareadevastated
bythetsunamidisasterinMinamisanriku,Miyagi,Japan」（TAKAHASHI
























































programmes ina tsunami-devastatedarea in Japan,WEECPoster
Presentation
TAKAHASHIMasahiro（2015b）Trialofashortenvironmentaleducation












phenomenaofbigearthquakeand tsunamiand those influenceswere




















continuingfromfieldworkat tsunami-devastatedarea. Inorder tomake
presentation in the last day of programme,group discussionand co-
works for reportingwereconducted intensively.These threeelements
ofprogrammeare tobeclarified importantelementswhen todevelop
fieldworkprogrammesatTsunami-devastatedareasuchasMinamisanriku.
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